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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 29日 (2007.3.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】

【 請 求 項 ４ 】

【 請 求 項 ５ 】

【 請 求 項 ６ 】

　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 該 ハ ウ ジ ン グ の 一 端 を 覆 う シ リ ン ダ ヘ ッ ド と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 固 定 し て 設 け ら れ た シ リ ン ダ と 、
　 該 シ リ ン ダ の 軸 方 向 に 該 シ リ ン ダ に 対 し て 往 復 摺 動 可 能 な ピ ス ト ン と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に お い て 移 動 可 能 に 案 内 さ れ 燃 焼 室 を 画 成 す る 燃 焼 室 枠 と 、
　 前 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た モ ー タ と 、
　 前 記 燃 焼 室 内 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 前 記 モ ー タ の 回 転 軸 に 固 定 さ れ 回 転 駆 動 さ れ る フ ァ
ン と 、 を 備 え た 燃 焼 式 釘 打 機 で あ っ て 、
　 前 記 モ ー タ 回 転 軸 と 前 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド の 間 に 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 燃 焼
式 釘 打 機 。

　 前 記 緩 衝 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 と 交 差 す る 方 向 に 移 動 可 能 な こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 前 記 モ ー タ 回 転 軸 と 前 記 緩 衝 部 材 間 に 隙 間 を も た せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 前 記 緩 衝 部 材 を 前 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 嵌 合 す る 上 片 と 下 片 を 有 す る 軸 方 向 中 央 部 が 開 い
た 環 状 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 前 記 緩 衝 部 材 に 前 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド と 接 触 す る 突 起 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 該 ハ ウ ジ ン グ の 一 端 を 覆 う シ リ ン ダ ヘ ッ ド と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 固 定 し て 設 け ら れ た シ リ ン ダ と 、
　 該 シ リ ン ダ の 軸 方 向 に 該 シ リ ン ダ に 対 し て 往 復 摺 動 可 能 な ピ ス ト ン と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に お い て 移 動 可 能 に 案 内 さ れ 燃 焼 室 を 画 成 す る 燃 焼 室 枠 と 、



【 請 求 項 ７ 】

【 請 求 項 ８ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た 請 求 項 １ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 は 、

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】

【 手 続 補 正 ６ 】
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　 前 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た モ ー タ と 、
　 前 記 燃 焼 室 内 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 前 記 モ ー タ の 回 転 軸 に 固 定 さ れ 回 転 駆 動 さ れ る フ ァ
ン と 、 を 備 え た 燃 焼 式 釘 打 機 で あ っ て 、
　 前 記 モ ー タ 回 転 軸 と 前 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド の 間 に 緩 衝 部 材 を 設 け 、 該 緩 衝 部 材 と 前 記 回 転
軸 と の 間 に 金 属 板 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 前 記 金 属 板 は 、 前 記 モ ー タ 回 転 軸 が 挿 通 す る 緩 衝 部 材 内 径 よ り も 小 さ い 内 径 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 前 記 緩 衝 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 と 交 差 す る 方 向 に 移 動 可 能 な こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又
は ７ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 。

モ ー タ 回 転 軸 と シ
リ ン ダ ヘ ッ ド の 間 に 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。

　 請 求 項 ２ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 は 、 緩 衝 部 材 が 回 転 軸 と 交 差 す る 方 向 に 移 動 可 能 な こ と を
特 徴 と し て い る 。 ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 は 、 モ ー タ 回 転 軸 と 緩 衝 部 材 間 に 隙
間 を も た せ た こ と を 特 徴 と し て い る 。

　 さ ら に 、 請 求 項 ４ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 嵌 合 す る 上 片 と 下 片 を 有 す
る 軸 方 向 中 央 部 が 開 い た 環 状 と し た こ と を 特 徴 と し て い る 。 さ ら に 、 請 求 項 ５ 記 載 の 燃 焼
式 釘 打 機 は 、 緩 衝 部 材 に 突 起 を 設 け 、 燃 焼 室 の 圧 力 が 洩 れ る の を 防 止 す る こ と を 特 徴 と し
て い る 。

　 請 求 項 ６ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 は 、 モ ー タ 回 転 軸 と シ リ ン ダ ヘ ッ ド の 間 に 緩 衝 部 材 を 設 け
た 、 緩 衝 部 材 と モ ー タ 回 転 軸 と の 間 に 金 属 板 を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。 ま た 、 請 求
項 ７ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 は 、 金 属 板 の 内 径 は モ ー タ 回 転 軸 が 挿 通 す る 緩 衝 部 材 内 径 よ り も
小 さ い こ と を 特 徴 し て い る 。 さ ら に 、 請 求 項 ８ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 は 、 緩 衝 部 材 が 回 転 軸
と 交 差 す る 方 向 に 移 動 可 能 な こ と を 特 徴 と し て い る 。



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】

弾 性 部 材 が モ ー タ 回 転 軸 の 傾 き に 応 じ て 移 動 し て も 、 シ リ ン ダ
ヘ ッ ド に 嵌 合 す る 上 片 と 下 片 に よ り 、 弾 性 部 材 が シ リ ン ダ ヘ ッ ド か ら 脱 落 す る こ と な く 回
転 軸 や シ リ ン ダ ヘ ッ ド が 傷 付 く こ と を 防 止 で き る よ う に な る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】

圧 力 の 洩 れ が
少 な く な る の で 、 打 込 み 力 の 低 下 や ピ ス ト ン の 戻 り が 悪 く な る の を 防 止 で き 、 性 能 が 低 下
す る 恐 れ の な い 燃 焼 式 釘 打 機 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 更 に 、 緩 衝 部 材 を シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 嵌 合 す る 上 片 と 下 片 を 有 す る 軸 方 向 中 央 部 が 開 い た
環 状 と し た こ と に よ っ て 、

　 更 に 、 緩 衝 部 材 に シ リ ン ダ ヘ ッ ド と 接 触 す る 突 起 を 設 け た こ と に よ っ て 、

　 ま た 、 モ ー タ 回 転 軸 と シ リ ン ダ ヘ ッ ド の 間 に 緩 衝 部 材 を 設 け 、 緩 衝 部 材 と 回 転 軸 と の 間
に 金 属 板 を 設 け た こ と に よ っ て 、 固 定 さ れ た シ リ ン ダ ヘ ッ ド に モ ー タ 回 転 軸 が 当 る 場 合 に
比 べ 、 モ ー タ 回 転 軸 の 損 傷 を 低 減 す る こ と が で き 、 か つ 、 緩 衝 部 材 の 磨 耗 を 抑 制 で き る よ
う に な る 。
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